『源氏物語』桐壷朝のこと : 『源氏物語』の藤壷宮の立后と『大和物語』五段の藤原穏子の立后を巡って by 山崎 正伸
『源氏物語』桐壺朝のこと
『源氏物語』の準拠ということを本論文で論ずるのではないが、桐壺帝の御代ということが重要な問題であることから、簡単に先行研究を整理しておくと、 『紫明抄』は、
問云、いつれの御時にかといへるおほつかなし、例にひき申へきみかといつれそや答云、醍醐の帝の御子にこそ朱雀院と申御名もおはしませ、又、高明の親王も源氏におはしませは延喜の聖主をやひき申へからん重問云、もし醍醐の帝を例とせは朱雀院と申名はに給へれと皇子もおはしまさゝりき、村上の帝の御すゑのみこそさかへ給へれ、いまの物語には桐壺 帝御位を にゆつり給へる事を思に、またく延喜の聖帝を例と申へからさる歟、位次をかうかへて准拠する 、いさゝかあひにたる例あり








山 　崎 　正 　伸
『源氏物語』桐壺朝のこと
二
　光源氏系図　　桐壺天皇 　　朱雀天皇 　　今上 　　春宮　　　　 　冷泉院　かくのことし、をの〳〵なすらへて例とせは　　
　
　
比桓武天皇 　　　　比嵯峨天皇 　　　比仁明天皇 　　　比文徳天皇








うちゑみてなに し延喜のみ との御てより きつたへ侍事三代になんなり侍ぬるといふによらは、桓武の時代あえて證拠にかなふへから 、たゝあふきて延喜の聖代を時代にはたて申へき也といふに、かさねたる問答とゝまりに
き（１）
とあり、 『河海抄』も、
物語の時代は醍醐朱雀村上三代に准スル歟。桐壺 門は延喜、朱雀 天慶、冷泉院は天暦、光源氏は西宮左大臣 如此相當スル也桐壺巻 最初に両所 てと わきて亭子院の御事を載たり此御遺誡
也（２）
と、桐壺帝を延喜帝に擬する。 『岷江入楚』の「物語時代之準拠」には、
桐壺の帝を延喜に比す 　師説日本の国史 実録の貞観年中に至 おはる 　今 物語宇多の末よりこれを記す 　これ則
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三
国史をつくるの謂也 　又通鑒は周威烈王よりこれをしるす 　左伝につくの義也 　此文法をもてかくのことき歟箋赤染衛門か栄花物語は宇多の末よりこれをかく 　是国史の闕をもて補の理分明 案之班固か前漢書と史記は時代








河海抄の検討に発し、準拠あるいはモデルとされる史実と物語との関係について考察を加えることによって、源氏物語が歴史書あるいは史実と深く関係しつつも、それとは異なる虚構の世界であると う、全く平凡な結論 落ち着くことになったが、本稿の確認した事象に関連して、桐壺巻の動機について言しておきた 。
と、 『河海抄』の延喜準拠についての矛盾を指摘され、












































































































































































































































































































































































ろうか、 『公卿補任』によって 喜二三年の政治権力の様子を見ると、　　右大臣 　　從二位 　　藤忠平 　
十
　左大將。
　　大納言 　　正三位 　　同定方 　
十九 　右大將。按察使。月廿九日兼東宮傅。
　　 　正三位 　同清貫 五十六 民部卿。皇太子傅。三月廿日止傅。　　中納言 從三位 同仲平
十九 　春宮大夫。左衛門督。三月ー止大夫。






　　 同玄上 六十八 　刑部卿。近江権守 正月廿九日兼播磨権守。　　 源 悦 六十八 　左大弁。近江守。　　 藤邦基 五十 　　右大弁。正月十二日兼備前権守。十月廿五日兼勘解由長官。　　 同兼輔
十七 　左近権中將。
　　 同扶幹 六十 　　正月十二日任。勘解由長官如元。月廿六日兼中宮大夫（長官止之） 。
『源氏物語』桐壺朝のこと
〇
　　　　　　　從位下 　藤當幹 　六十 　　正月十二日任。廿二日太宰大貳如元。　　 　　　藤兼茂 　　 　　正月十二日任。左兵衛督如元。二月於陣座中風。三月七日卒。と、摂関家を引き継ぐ忠平にしても盤石な体制を築きあげているとは言えない。また、朱雀天皇は、延長元年七月二

日誕
生であるから、この時穏子の懐妊は分かっていただろう。このような状況の中で、立太子が執り行われなければならなかった。忠平が摂関家の権力を 承するためには、時平の女仁善子が生んだ皇孫慶頼王を皇太子に立てなければ らなかった。親母を皇太夫人にという れまでの例を、故前皇太子之保明親王の親母と うことででも穏子立后を図らなけ ばならなかった。保明親王の六七日以前という時に立后を急いだのは、皇孫慶頼王の立太子のため あったと推量する。
扨、藤壺女御の立后であるが、 「紅葉賀」に、　七月にぞ后ゐたまふめりし。源氏の君、宰相になりたまひぬ。帝おりゐさせたまはむの御心づかひ近うなりて、この





と、藤壺との若宮の立太子を想定して、藤壺の立后が計られる。そればかりではない。弘徽殿女御に対しては、 「 『春宮の御世、いと近うなりぬれば、疑ひなき御位なり。思ほしのどめよ』とぞ聞こえさせたまひける」という桐壺帝の言 明らかに班子女王以前の例に則っている。
しかしながら、秋好中宮の立后は、 「少女」に、　かくて、后ゐたまふべきを、 「斎宮の女御をこそは 母宮も後見と譲りきこえたまひしかば」と、大臣もことつけた
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も、唐土の詩をも、ただその筋をぞ枕言 せさせたまふ。 （ 「桐壺」①三三頁）
そのころ、高麗人の参れる中に、かしこき相人ありけるを聞こしめして、宮の内に召さむことは、宇多帝の御誡あれ
ば、いみじう忍びて、この皇子を鴻臚館に遣はしたり。御後見だちて仕うまつる右大弁の子のやうに思は て率てたてまつるに、相人驚きて、あまたたび傾きあ しぶ。 （ 「桐壺」①三九頁）
と記されることは、 『紫式部日記』に、
　左衞門の内侍といふ人はべり。あやしうすずろによからず思ひけるも、え知りはべらぬ、心憂きしりうごとの、おほ















と虚構の中に真理を見出すという言と逢わせて読む時、それは、 『伊勢物語』二段が、 「奈良の京ははなれ、この京は人の家まだ定まらざりける時」と、実際の在原業平存世時から切り離して「昔男」を創出したように、歴史的な背景として醍醐朝を意識させることによって、当代、条朝から切り離して物語ることが可能だったのではないだろうか。注（１） 『紫明抄河海抄』玉上琢彌編、角川書店、昭和三・六、〇・頁。（２） 『紫明抄河海抄』玉上琢彌編、角川書店、昭和三・六、八六・八七頁。（３）中野幸『源氏物語古註釈叢刊』六、武蔵野書院、昭和五九・六、頁。（４） 『源氏物語の論理』東京大学出版会 九九二・五 三 頁 三 頁。（５） 『源氏物語の準拠と話型 至文堂、平成・三 五三頁。（６） 『源氏物語と貴族社会』吉川弘文館、二〇〇二・八、〇九頁。（７） 「 大和 』初段 史実的和歌解 と初段の意味するもの」 『東洋学研究所集刊』第
29集、平成
・ ３。
（８） 『文徳実録』 ・ 『三代実録 ・ 『日本紀略 『新訂増補国史大系』吉川弘文館による。以下同じ。（９）新編日本古典文学全集
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